


はじめに 

 

本事業は、文部科学省から委託された「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」の内

のひとつである「専門学校と高等学校、教育委員会等の行政及び企業が協働で、高・専一貫の教

育プログラムを開発するモデルを構築する」事業の成果報告書である。 

この事業は、中等教育（高等学校）の段階から、キャリア意識を高め、専門知識を涵養できる

ようなアプローチをすることが、専門学校における学びの質を高めることに繋がるとともに、高校生にとっ

ては職業意識を醸成することによって、将来の就業に適した専門知識や技術を習得する進路を導

き出すことが可能となる。 

これは、高卒就職者の約４割が離職するという統計やその後の離転職においてキャリアアップを図

れず、非正規雇用のままが続く、というケースの改善にもつながる。 

本校は、1969 年開校の自動車整備士養成の工業系の専門学校として、約４万人以上の卒

業生を自動車業界へ輩出している。また、同法人内に「建築」、「インテリア」、「情報・IT・Web」、

「AI・データサイエンス」、「バイオテクノロジー」、「環境」の分野（学科）を有する専門学校 東京テ

クニカルカレッジ」(東中野)を設置おり、日本の基幹産業を網羅している。また、114 社（2022 年

1 月現在）の企業が加盟している「後援会」組織が、就職や教育課程編成委員会等の活動で協

力をしてくれている。 

今回の事業は、この幅広い職業分野をカバーしている専門学校と高校、さらに企業群と教育連

携することによって、実社会に即した職業教育と高専一貫の教育プログラムを開発することで、高校

生段階から職業観を図れることと高度な専門知識や技術の習得へ繋がり、確かな就職活動、その

後のキャリア形成に役立つものと確信している。 

また、Society5.0 や SDGs、DX 等の社会的インフラ、教育課程においては、GIGA スクール構

想をはじめ学習指導要領の改定等、初等中等教育から高等教育までの教科や学習の仕方が大

きく変わろうとしている。 

本事業は、「高専一貫」として、高校の３年間と専門学校の２年から５年間という、長い期間の

教程をカバーするため、刻々と変化する時代のニーズを反映しなければならない。 

今回は初年度ということから、高校、専門学校、企業、行政等の各視点から、この事業の必要

性と方向性を各種調査やヒアリング等を行い、その結果を成果報告書として編集している。 

最後に、今回の報告書を多くの高校、専門学校、企業がこれからの高校、専門学校のあり方の

道標としていただければ幸いです。 

 

 

事業責任者 

学校法人小山学園 専門学校 東京工科自動車大学校 

校長 佐々木 章 
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 隈 研吾 について 

 ●●●● 

～履歴～ 
1954年生。東京大学建築学科大学院修了。1990年隈研吾建

築都市設計事務所設立。現在、東京大学教授。1964 年東京オ

リンピック時に見た丹下健三の代々木屋内競技場に衝撃を受け、

幼少期より建築家を目指す。大学では、原広司、内田祥哉に師事

し、大学院時代に、アフリカのサハラ砂漠を横断し、集落の調査を行

い、集落の美と力にめざめる。コロンビア大学客員研究員を経て、

1990 年、隈研吾建築都市設計事務所を設立。これまで 20 か国

を超す国々で建築を設計し、（日本建築学会賞、フィンランドより

国際木の建築賞、イタリアより国際石の建築賞、他）、国内外で

様々な賞を受けている。その土地の環境、文化に溶け込む建築を

目指し、ヒューマンスケールのやさしく、やわらかなデザインを提案して

いる。また、コンクリートや鉄に代わる新しい素材の探求を通じて、工

業化社会の後の建築のあり方を追求している。 

【https://kkaa.co.jp/about/kengokuma/】より引用 

～木の作品～ 
大宰府天満宮に至る参道に沿ってたつ、スターバックスコ

ーヒー。間口 7.5m 奥行き約 40m の長細い敷地を考

慮して、木をななめに組み、光と風が流れるような有機的

な空間をつくった。 

内部空間を覆い尽くすX形の木組みは、60角の1.3m

～4m の杉材を約 2000 本使用して、材の全長は４

km におよぶ。木組みは筋交いとして、建物を支える。全

体を組んだ後、ジョイントをダボで縫うことにより、木組みを

より硬いものとした。太宰府という歴史ある土地と、現代

的な木造技術の遭遇が、他のスターバックスとは異なるユ

ニークな空間を生み出した。 スターバックスコーヒー大阪府天満宮表参道店 

建築科１年 

https://kkaa.co.jp/img/2011/11/Starbucks-Coffee-at-Dazaifutenmangu-Omotesando-3.jpg
https://kkaa.co.jp/img/2011/11/Starbucks-Coffee-at-Dazaifutenmangu-Omotesando-3.jpg
https://kkaa.co.jp/about/kengokuma/
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 ～石の作品～ 
米を貯蔵していた８０年前の古い石造を再利用し、

石を素材とするアートやクラフトの展示空間として再生

させた。中に展示されるものが、石をテーマとするという

だけでなく、建築自体においても石という素材の新しい

可能性を拡張した。室内空間だけで成立するような展

示空間ではなく、３つの石倉の中間のスペースをも半

屋外の展示空間としてデザインすることで、内外を自由

に行き来する自由なシークエンスが生まれた。 

石の蔵に用いられていたのと同一の芦野石を用い、新

しい石のディテールに挑戦した。石の水平ルーバーと、

約三分の一のピースを抜き取って作ったポーラスな組積

造の２種類のディテールを組み合わせることで、独特の

光の効果を内部に作り出した。 

～ガラス・水の作品～ 
水でできた「縁側」によって、建築と海とを接続しようという試み。ガ

ラスの箱は水の中に浮かび、水は絶えず溢れ続けてそのエッジを

失い、太平洋の水と、建築の中に捕らえられた水とがひとつに融け

合う。建築と自然とは、境界をガラスにする事によって接続される

わけではなく、縁側や庇などの水平面を媒介として、一つに接続さ

れる。日本の伝統的建築は、そのような仕掛けに溢れていた。こ

の建築の隣地にはブルーノ・タウトが設計した「日向邸」（1936

年）がたっており、タウトはそこで〈建築とは形態ではなく自然との

関係性である〉という日本建築の原理を実践しようとした。この建

築はタウトへのオマージュでもあり、タウトによって日本人が再発見

した日本建築の伝統を、現代によみがえらせる試みでもある。 

～まとめ～ 

隈研吾さんは環境にあわせた様々な材料で素晴らしい作品をいくつも作っていることが分かりました。 

実際に自分の目で見てみたいと思います。 
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建築科１年 

●●●● 

有名建築家の情報収集 板倉準三について 

1. はじめに

私は、恥ずかしながら建築家・建築物に詳しくありません。その為、出身地が同じである板倉準三に

ついて調べることとしました。 

2.履歴

坂倉準三は 1901年（明治 34年）に岐阜県羽島郡の造酒屋に生まれました。

旧制第一高等学校文科から東京帝国大学文学部美学美術史学科に入学、在学

中に建築を志すようになった坂倉は、当時注目を集めていた近代建築の旗手

ル・コルビュジェに師事する意思を固めました。

1929年に渡仏、ル・コルビュジェの勧めで専門学校にて基礎を修めたのち、

1931年から 1936 年までアトリエの重要なスタッフとして都市計画や住宅設

計に携わりました。

1936年に帰国後、パリ万国博覧会日本館・設計監理のため再渡仏、1937年に建築部門のグランプ

リを受賞して一躍、世界的評価を受けることとなります。

1940年に坂倉建築事務所を設立、その後 1969年に 68歳で亡くなるまでの間に約 300もの実作を残

しました。

戦時中の組立建築、1950 年から晩年まで難波、渋谷、新宿で手がけた都市ターミナル、1951年の

神奈川県立近代美術館と東京日仏学院をはじめとする建築作品、さらには伝統とモダンの融合した

住宅や家具など多岐にわたる仕事を通じて人間のためのデザインを追求し続けました。

また、シャルロット・ぺリアンと協働した 1941年の「選択・伝統・創造」展（東京・大阪高島

屋）にはじまり、1957 年・1960年のミラノ・トリエンナーレ日本室展示、さらに 1957年に設立さ

れたグッドデザイン制度の初代選定委員長を務めるなど、戦後日本のデザイン界に多大な影響を与

えました。 
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3.主な作品 

パリ万博日本館（1937年） 

  日本の伝統的建築の特長とモダニズムの理念を統合 

したということで、建築部門のグランプリを受賞し 

ています。 

  ※モダニズム建築 

   機能的、合理的な造形理念に基づく建築 

   産業革命以降の工業化社会を背景として 19世紀 

以前の様式建築（歴史的な意匠）を否定し、工業 

生産による材料（鉄・コンクリート・ガラス）を 

用いて、それらの材料に特有の構造・表現を持つ。 

 

 新宿西口ビル・小田急百貨店本店（1967年） 

  新宿西口広場建設に合わせ計画された、駅および鉄道 

の軌道上を立体的に活用した商業建築物です。 

外観はアルミのプレス成型パネルが使われており、建 

築主も設計者も異なる隣接するビルも同一のファサード 

（建物を正面から見た外観）とすることで西口広場と 

ともに印象的な駅前空間を生み出してます。 

 

 

4.まとめ 

 板倉準三が目指すものとして、次の言葉を残しています。 

「建築家」は誰よりも人間に対する深い愛情を持っていなければいけない。心の底から人間愛を 

持っていなければならない。「建築」は、規模の大小、用途の差異に関係なく、つくる人間の意

志、願望のもとに、つくられる場所に最も適合し、その魅力を最大限にひき出してつくられるべき

であり、つくった後の生き生きとした姿、力こそ最も大切である。 

とても素敵な言葉だと感じました。 

 建築設計は、芸術的な側面ばかりが重要ではなく、そこに生活する人、建築物をつくりたい人

の思いが大切であり、その思いを魅力的なものに創り上げていくのが建築設計なのだと思いま

した。 

 私は、そこに生活する人、建築物をつくりたい人の思いを大切に創り上げていく建築家になっ

ていきたいと思います。 

  

 

5.参照資料 

 株式会社板倉建築研究所 ホームページ http://www.sakakura.co.jp/info/ 

http://www.sakakura.co.jp/info/
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建築科１年 

●●●● 
はじめに、 

私がアンドレ―ア・パッラーディオを知ったのは、「ヴィチェンツァ市街とヴェネト地方のパッラーディオのヴィッ

ラ」※１の写真を見たときに、街そのものが一つの作品であるかのようで、とても興味を惹かれました。そこで、

今回はアンドレ―ア・パッラーディオについて紹介したいと思います。 ※１イタリアの都市ヴィチェンツァとヴェネト州一帯にあ

るユネスコの世界遺産登録物件名で、建築家アンドレーア・パッラーディオの設計したパラッツォおよびヴィッラを対象とします。 

アンドレ―ア・パッラーディオ(Andrea Palladio) 

・本名:アンドレ―ア・ディ・ピエトロ・デッラ・ゴンドーラ 

【1508 年 11 月 30 日-1580 年 8 月 19 日】 イタリア・パドヴァ

生まれ活躍時期:後期ルネサンスからマニエリスムかけて平面図を基本にし

て空間を設計した最初の建築家と考えられている。 

それまでの彫刻家や絵描きが建築家として創る手法と本質的に異な

る手法である点で、最初の専業建築家またはプロ建築家ともされる。 

彼の手法で有名なのは「セルリアーナ」または「パラディアーナ」と呼ばれ

るアーチと柱を組み合わせた開口部の表現であるが、これはローマ建築を

研究する中でセルリアーナの原型を発見し、影響を 

受けた結果と考えられている。「ジャイアント・オーダー」の用い方や、普通の住宅に「ペディメント」を取

り付ける手法など、一歩間違えれば奇異になりかねない大胆な手法を駆使した。 

略歴 

1508 年 パドヴァの粉屋の子として

生まれる 

石工となるべくバルトロメオ・カヴァッファの工房に

入ったが、やがてヴィチェンツァに移り、ジョヴァン

ニ・ディ・ジャコモとローラモ・ピットの工房に入る。 

その後、人文主義者ジャン・ジョルジョ・トリッシノ

から建築家としての素養を見出され、古典主義思想と

ローマ時代の建築について手ほどきを受けた。 

同時に、数学、音楽、ラテン文学などについても薫陶

を受けていたとされる。 

1541/ 

1545

年 

トリッシノとともにローマ

を訪れる 

 

 

ウィトルウィウスの『建築十章』を片手にローマの古

代建築を見てまわったことが、古代ローマに関する知

識に大きな影響を与えた。また同時にドナト・ブラマ

ンテ、ラファエロ・サンティなどの当時のローマ流行

の先端を知った。 

本格的に建築家として活動するにあたり、“パッラー

デォオ”という名前をトリッシノから与えられた。 
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1546 年 ローマから帰国「バシリカ」

の改修案を市に提出 

ヴィチェンツァ市で予てから懸案となっていた「パラ

ッツォ・デッラ・ラジョーネ(通称：バシリカ)」（市の

役場兼公会堂）の改修案を市に提出。この案はヤーコ

ポ・サンソヴィーノやジュリオ・ロマーノなどの既に

名声を確立していた建築家の案を退けて当選した。 

この公共施設は市のシンボルとなる巨大なものとな

り、セルリアーナを連続させるというユニークな構

成、またその連続のさせ方も非常に凝った造りであり

好評を博した。 これを機に彼の名は北イタリア一帯

に広まった。 

1549 年 「パラッツォ・ポルト」着工 ヴェチェンツァでの最初の邸宅(ヴィラ)建築で、明ら

かにラファエロとブラマンテの影響を受けたもので

ある。 

1550 年 「パラッツォ・キエリカーテ

ィ」着工 

ヴェネツィアの伝統に則しながらも、ローマ時代の邸

宅のイメージをパッラーディオ独自の手法で重ね合

わせたユニークなものとなっている。 

1554 年 「ヴィッラ・バルバロ」着工  

1556 年 「サン・ジョルジョ・ 

マッジョーレ聖堂」着工 

修道院長アンドレア・パンプーロがベネディクト派鼓

舞のために計画〔ヴェネツィア〕 

1566 年 「ヴィラ・アルメリコ 

(ラ・ロトンダ)」着工 

建物の４面が同じファサードというユニークな形状

で、その後イギリスなどに多くのコピーを生んだ。 

                                                     

 

 

1578 年 「イル・レデントーレ聖堂」 

建設 

ペスト終結の祈願としてジュデッカ島に建てられた。 

〔ヴェネツィア〕 

1580 年 「テアトロ・オリンピコ」 

設計 

1580 年初旬に恒久的劇場として建設したが、その年

の夏に死去した。 

建築はパッラーディオの

後を受け継いだヴィンチ

ェンツォ・スカモッツィ

が新たな施主の下で完成

させた。 
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最後に、 

  アンドレ―ア・パッラーディオについて調べた結果、彼の設計する建物の基礎にはローマ建築があった

こと、平面図を 

基本にした空間設計の先駆者であったことなど、知ることができました。 

 普段、建築物については調べることもありますが、建築者について調べたことはありませんでした。です

が、今回アンドレ― 

ア・パッラーディオについて調べていく中で、他にどんな建築家がいるのか、どういった手法で建築物をつく

っていてなど色々興味 

が湧きました。これを機にもっと色々な建築家についても調べてみようと思います。 

その他作品 

・ドゥーカレ宮殿〔ヴェネツィア共和国の総督邸兼政庁であった建造物。バルトロメオ・ボンと共同〕 

・ヴィッラ・フォスカリ（ラ・マルコンテンタ） ・ヴェラエモ 

・パラッツォ・バーバランダ・ポルト      ・ゴディ・マリンヴェルニ邸 

・コルナーロ邸                ・パラッツォ・デル・カピタニアート 

・Ｖｉｌｌａ Ｐｏｊａｎａ      ・バトエル邸 

・サン・フランチェスコ・デッラ         ・ヴィーニャ教会 〔トンマーゾ・テマンツァと共同〕 

・ヴィチェンツァ大聖堂            ・サンタ・マリア・デッラ・プレゼンタツィオーネ教会 

・サン・ピエトロ・ディ・カステッロ聖堂 



工業系分野における高専連携の５年一貫教育プログラム開発・実証 

 

22 

出典：http://www.shigerubanarchitects.com/ 

 

 

～ＳＨＩＧＥＲＵ ＢＡＮ～     

 

 

 

⚫ プロフィール 

１９５７年東京都生まれ。アメリカで建築を学び、紙管、コンテナなどを利用

した建築や災害支援活動で知られる。１９９６年建築家の登竜門と呼ばれる

「吉岡賞」、翌年には「JIA新人賞」を受賞し、２００９年日本国内で最も権

威のある「日本建築学会賞」を受賞、２０１４年には建築界のノーベル賞とい

われる「プリツカー賞」を受賞している。また、２０１７年に「マザー・テレ

サ社会正義賞」を日本人初受賞。 

⚫ 紙管建築の可能性  

坂茂は、若かりし頃建築事務所に勤めていたとき、どこ

かのｲﾍﾞﾝﾄで使用して、捨てる予定だった紙管を見て、

これをｲﾍﾞﾝﾄの補助的な要素だけで使い、捨てるのはも

ったいないと思い、建築部材として本格的に利用でき

ないかと思ったことがきっかけで、紙管建築を考案しま

した。今まで、紙を主構造とした建築が無かったのです

が、水や火に弱い紙を工夫して、耐水性や耐火性を持

つようにし、法律で紙の構造を使用することを可能にし

たのです。まさに、建築の歴史の一ページに刻むことを、彼は成し遂げたのです。  

～建築で社会に貢献し続ける男～ 

 

 
 

 

http://www.shigerubanarchitects.com  

建築科１年 

●●●● 

http://www.shigerubanarchitects.com/
http://www.shigerubanarchitects.com/
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⚫ 紙管による建築物 

 

 

 

 

 

 

⚫ 避難所用間仕切りシステム（Paper Partition System） 

 

 

 

 

 

 

 

～紙の大聖堂～ 

クライストチャーチ（ニュージーランド） 

２０１３年竣工 

２０１１年の地震により崩壊し、解体された大聖堂

を紙管を使った仮設の大聖堂として生まれ変わ

り地域に貢献。 

紙といっても防水や難燃加工がされているので、

耐久性が高く 50年は問題なく使える。 

災害時の避難所はプライバシーが無く、特に女性に

は厳しい環境であり、問題視されていた。坂茂はこ

の問題を解決するために、安価で、手軽に、素早く

作れる紙管建築を考案し、避難所でのプライバシー

の保護に貢献している。 

 また、紙管は段ボール、新聞、雑誌などの古紙で

作られているので、仮設住宅の解体後も、廃棄・焼

却、あるいはリサイクルがしやすい利点もある。 
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⚫ まとめ 

 

紙管建築を代表とした建築で人を救う坂茂氏は日本が世界に誇る建築家で

す。 

「国境なき建築家」と言われており、まさしく「国境なき医師団」のよう

に、世界中の地震、津波、ハリケーンなどの自然災害による被災地にボラン

ティアで駆けつけ、家を失った人々のための住宅建設や、破壊された建物の

再建に力を注いでいるからと言える。「地震で人が亡くなるのではなく建築

の崩壊で人が亡くなるのです。だからこそわれわれ建築家は災害に対して大

きな責任がある。」これは坂茂氏の決意であり、建築を志す私たちはこの決
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建築科１年 

●●●● 

 

経歴 

 

１９４４年 ウルグアイで演出家の父と数学教師の母の間に生まれる。 

１９６４年 ６人の仲間と建築設計事務所を設立。この事務所は後に、短期間 

くの目立った仕事をこなす南米で最大の建築事務所となった。 

１９６８年 ブエノスアイレス大学で建築の学位を、1969 年には建築・都市計

画 

学部で修士を修了。 

１９７８年 家族と共にアメリカ合衆国に移住。短期間だがハーバード大学設

計大学院で客員講師を務め、翌年にニューヨークに居を落ち着け

た。 

１９８３年 ラファエル・ヴィニオリ建築事務所を設立。ニューヨークでの最初

のプロジェクトは、ジョン・ジェイ法科大学。 

１９８９年 東京国際フォーラムの国際公開コンペで採用。ヴィニオリ建築事

務所は、ニューヨークのワールド・トレード・センター再建設計コ

ンペでも最終候補に残った。 

 

４０年以上のキャリアの中、ヴィニオリはア

メリカ合衆国、中南米、ヨーロッパ、アジア、

アフリカ、中近東での建築を手がけた。近年、

ヴィニオリ建築事務所は急成長を遂げ、ロン

ドンとロサンゼルスに支店を持ち、アブダビ、

ドバイ、バーレーンなどでも現場事務所を持

つ。 

 

ラファエル・ヴィニオリはアメリカ建築学会

フェロー、王立英国建築家協会国際フェロー、

日本建築家協会会員、アルゼンチン建築家協

会会員である。 
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東京国際フォーラム 

 

ラファエル・ヴィニオリが設計した東京国際フォーラムは、設計についての国際

公開設計コンペで最優秀作品に選ばれた。設計の高く評価された点は「要求され

たプログラムに対し最もバランスのとれた案であり、機能的機関が最も明快で

あり、敷地のもつ特殊な条件を巧みに生かし、多様な公のスペースを提供するこ

とによって施設の様々な要求にこたえた非常に完成度の高い作品」というもの

だった。 

ヴィニオリ氏の設計した東京国際フォーラムは現在、ミシュラン・グリーンガイ

ド・ジャポンという「わざわざ旅行する価値がある場所」として、建物全体は二

つ星、ガラス棟は三つ星に指定され、世界中の人が注目する観光スポットとなっ

ている。 

 

 

ラグナガルソン橋 

 

ウルグアイにあるラグナガルソン橋。円の

半分はそれぞれ、一方通行の車線になって

いる。この車線が円のラインに沿ってカー

ブしているため、ドライバーは速度を落と

して運転する必要がある。 

この橋のコンセプトは、橋を渡るという行

為を、車の速度を落としてもらうことで、

素晴らしい景色を一望できる機会に変え

ること。そして同時に、中央に歩行者用の

通路を作ることだった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カルテ（小テスト）・解答・解説 
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【カルテ（小テスト）】 
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令和３年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

専門学校と高等学校の有機的連携プログラムの開発・実証 
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本「建築分野骨子案」は、文部科学省の教育政策推進事業委託

費による委託事業として、≪学校法人小山学園 専門学校東京工

科自動車大学校≫が実施した令和３年度「専修学校による地域

産業中核的人材養成事業」の成果をとりまとめたものです。 
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